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論文の内容の要旨 

「情報」と呼ばれる言葉（概念）の定義は研究者に依存している．情報の獲得の場面を思い浮かべれ

ば，情報の受け手が置かれている環境などによって，その情報が画一的に解釈されるわけではないこと

は明らかである．このような現実があるにも関わらず，情報を専門に扱う情報の基礎において，この点

に関する理解は十分に進んでいるとはいえない．さらに情報認知とその表現に関する基礎的な部分にお

いても依然として議論が存在する状況である．本論文は，現実世界に内在する現象や事象を基盤とした

「情報」現象の基礎的理解とその数学的モデル化方法に関する新たな枠組みの提案を目的としている．

本論文では，情報現象の理解を促進させるために，情報が具備する「文脈への依存性」や「相対性」と

いった特徴を明示的に扱っている．また，情報を「差異であり差異をうむもの」との立場に立ち，情報

の表現を既存の数学理論と組合せることで実現しようと試みている． 

本論文は６章で構成されている． 

第１章では，いくつかのエピソードをもとに研究の着想に至った背景と問題意識を説明したのち，本

研究の立場と目的を述べている． 

第２章は，本論文の中心的な概念である「情報」に関する先行研究のレビューである．特に，情報の

文脈依存性の視点をもとに，情報に関する研究の萌芽期から現代まで，物理学，通信理論，サイバネテ

ィクスなど，多岐にわたる先行研究が整理されるとともに，この研究領域における本論文の位置付けが

明確化されている． 

第３章では，情報や情報が内包される現象の規定方法の提案を行っている．外延的測定理論を援用し

て，情報現象を，外延的な情報をもとにその情報を分節化する測定プロセスとして規定している．この

数学的に定義されたプロセスの妥当性は，情報現象を代表する「属性」情報の獲得モデルに適用すると

いった方法で実証的に示されている．そこでは，数学的な対応関係を議論することによって，情報とし

ての属性が自律的に抽出されることも示している． 



第４章では，本研究の重要な視点のひとつである「相対性」に焦点を当て，情報の相対性を記述する

数学モデルとして，圏論の応用を提案している．圏の構成要素である要素間の射が，情報現象における

対象間の差異を表現できること，加えて，圏論で議論される概念が情報現象の特徴の抽出に適用できる

ことを見出している．本研究では，情報現象における「属性」情報の獲得のモデルを利用し，情報現象

の記述に対する圏論応用の有効性を実証的に示している．さらに，「属性」情報について，数理的な特

徴付けを可能とする条件の導出に成功している． 

第５章では，第４章までの議論をもとに，形式と内容を有する「情報」が文脈内の存在であることに

着目し，「文脈なしの情報」「差異のみの情報」を議論することが可能であるかを検討し，そのような情

報の扱いに関する重要な示唆を与えている．本研究では，「文脈なしの情報」をトルソと呼ばれる代数

的モデルによって表現することを試みている．また，いくつかの情報現象を当該モデルによって表現し

意味解釈することによって，その妥当性を検証している． 

第６章では，一連の研究の成果を総括するとともに，残された研究課題についてふれている。 

 

審査の結果の要旨 

【批評】本論文の主たる貢献は，現実世界に内在する現象や事象を基盤とした「情報」の基礎的理解

とその数学的モデル化方法に関する新たな枠組みを提案した点である．このことは，定義を含む「情報」

そのものへの直接的な接近を表しており，得られた成果は，この領域の基礎的な研究の深化に大きく寄

与するものと評価できる．情報の本質的な理解に寄与するものとして，情報が有する「相対性」と「文

脈への依存性」という特徴に着目した点は，斬新でありその先見性と洞察力は評価に値する．また，こ

れらの特徴は，すべての情報現象の根底に存在する鍵となる概念であることを導き出しており，この点

も高く評価することができる．  

提案された情報を理解する数学的枠組みは，圏論といった既存の数学を道具として組合せたものであ

り，この点での貢献は限定的であると言わざるを得ない．しかしながら，数学的な性質，構造をもとに，

それらの意味解釈に新たな視点を加えたこと，加えて，これらの理論の他の領域の研究への応用可能性

を，本論文を実例として示したことは評価に値する．さらに，情報の扱いに対する恣意性の排除や客観

性の担保に数学理論が寄与することを利用しており，その緻密な枠組み設計は評価できる．その一方で，

提案されたモデルの妥当性の検証が限定的な実証に留まっていることなど，残された課題も存在する．  

しかしながら，本論文は，情報の認知と表現に対して「文脈」と「相対性」を考慮し，現象に対する

より深い理解を得ようという困難な課題に取り組んだ意欲的なものであり，先にふれたとおり，この課

題を解決するための理論的に重要な結果と示唆を与えている．よって，本論文は，博士（システムズ・

マネジメント）の学位を授与するに十分な内容を有するものと判断する． 

【最終試験】論文審査委員会による最終試験を平成 26年 1月 31日に実施し，全員一致で合格と判定

した． 

【学力の確認】ビジネス科学研究科学位論文審査（博士後期課程）に関する内規第１０条を適用し，

学力の確認の全部に代え，十分に学力があるものと認定した． 

【結論】よって，著者は，博士（システムズ・マネジメント）の学位を受けるのに十分な資格を有す

るものと認める． 


